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参考資料１ 

男女共同参画に関する市民意識調査の結果（概要版） 

 

１ 調査の概要 

 

区分 対象 調査方法 調査期間 回収数 回収率 

市民 
市内在住の 18 歳以上 80 歳未満

の市民 1,300人を無作為抽出 

郵送による

配布・回収 

令和４年２月17日から 

３月３日まで 
405 31.2％ 

 

２ 回答の概要 
 

◆性 別                    

 

 

 

 

◆年 齢 

 

 

 

 

 

 

◆職 業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

◆家族構成                    

 

 

 

 

 

0.5

6.2 13.8 19.0 19.3 18.8 19.8 2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2

18～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳

60～69歳 70歳以上 無回答 d

全体

（n=405）

12.6 23.0 51.1 8.1

2.0

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2

単 身 夫婦のみ 二世代世帯

三世代世帯 その他の世帯 無回答

全体

（n=405）

7.9

3.9

14.1

1.7

1.3

2.5

1.2

0.4

2.5

35.8

31.7

44.2

15.3

21.7

6.7

12.1

20.4

1.2

1.5

0.9

2.5

19.5

15.7

26.4

1.7

3.0

0.0

3.2

0.9

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2

4

6

自営業・会社経営 農林漁業 自由業

会社員、公務員、団体職員等 派遣職員・アルバイト・パート等 専業主婦・専業主夫

学 生 無 職 その他

無回答 d

全体

（n=405）

男性

（n=163）

女性

（n=230）

56.8 40.2

0.0

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1

女性 男性 その他 無回答 d

全体

（n=405）
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３ 男女平等意識について 
 
⑴ 男女の地位の平等感 

あなたは、次の分野で男女の地位は平等になっていると思いますか。それぞれの分野ごとに、あなたのお

考えに最も近いものをお答えください。 

●「平等である」は『③学校教育の場』で最も高い。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ 固定的な性別役割分担意識（「夫は外で働き、妻は家庭を守るべき」という考え方） 

あなたは、「夫は外で働き、妻は家庭を守るべき」という考え方についてどのように思いますか。 

●「夫は外で働き、妻は家庭を守るべき」という考え方について、反対派が賛成派を上回る。 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

社会における各分野（８分野）の男女の地位の平等について尋ねたところ、「平等である」という回答が最も高い

分野は「③学校教育の場」（52.8％）で、次いで「①家庭生活」（36.3％）、「⑤法律や制度の上」（33.6％）となって

いる。また、「男性が優遇」と「どちらかといえば男性が優遇」をあわせた“男性優遇”という回答は「⑦社会通念・慣

習・しきたり等」（79.7％）で最も高く、次いで「⑥政治の場」（75.3％）となっており、すべての分野で“男性優遇”

が、「女性が優遇」と「どちらかといえば女性が優遇」をあわせた“女性優遇”を上回っている。 

14.6 

14.1 

3.0 

12.3 

11.4 

31.1 

30.6 

16.5 

33.1

35.1

14.3

29.6

34.3

44.2

49.1

56.8

36.3 

32.1 

52.8 

31.1 

33.6 

13.1 

10.1 

13.6 

7.4

5.7

3.0

2.7

4.7

1.0

0.5

3.0

1.5

0.7

0.5

0.5

1.7

0.5

0.2

0.7

5.2 

7.7 

21.5 

19.0 

10.6 

7.4 

6.4 

7.2 

2.0 

4.7 

4.9 

4.7 

3.7 

2.7 

3.0 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2

4

6

8

10

12

14

16

男性の方が優遇 どちらかといえば男性の方が優遇

平等である どちらかといえば女性の方が優遇

女性の方が優遇されている わからない

無回答 d

➀家庭生活

➁職 場

➂学校教育の場

④地域社会

➄法律や制度の上

⑥政治の場

⑦社会通念・

慣習・しきたり等

⑧社会全体

全体（n=405)

4.7

3.0

6.7

20.0

19.1

20.2

35.8

37.0

35.0

25.9

28.3

23.9

12.1

11.7

12.9

1.5

0.9

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2

4

6

賛成 どちらかといえば賛成

どちらかといえば反対 反対

わからない 無回答

全体

（n=405）

男性

（n=163）

女性

（n=230）

「夫は外で働き、妻は家庭を守るべき」という考え方

について、「どちらかといえば反対」が 35.8％で最も

高く、これに「反対」（25.9％）をあわせた“反対派”は

61.7％となっている。一方、「どちらかといえば賛成」

（20.0％）と「賛成」（4.7％）をあわせた“賛成派”は

24.7％となっており、“反対派”が“賛成派”よりも

37.0ポイント高くなっている。 

性別でみると、女性では“反対派”が 65.3％、男性

では 58.9％となっており、女性の“反対派”が男性よ

りやや高い傾向がみられた。 
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⑶ 性別による負担感や生きづらさを感じたことの有無 

あなたは、「女性であること」又は「男性であること」によって、負担感や生きづらさを感じたことがあります

か。 

●女性の約半数が性別による負担感や生きづらさを感じている。 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑷ 性別による負担感や生きづらさを感じた理由 

「女性であること」又は「男性であること」によって、負担感や生きづらさを感じた理由を選んでください。 

【複数回答】 

●女性は「家事、育児ができて当たり前と言われる」が、男性は「なにかにつけ『男だから、女だから』『男のくせ

に、女のくせに』と言われる」が最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「女性であること・男性であること」によって感じた負担

感や生きづらさの有無について尋ねたところ、「ある」が

38.0％、「ない」が 50.1％、「わからない」が 9.4％となっ

ている。 

性別にみると、「ある」と回答した女性は 49.1％、男性

は 23.3％となっており、女性は男性よりも 25.8 ポイント

高くなっている。 

「女性であること・男性であること」によっ

て負担感や生きづらさを感じたことがあると

した人（１５４人）にその理由について尋ねた

ところ、「仕事と家事・育児・介護を両立する

負担が大きい」が 50.0％で最も高く、次い

で「家事、育児ができて当たり前と言われ

る」（46.8％）、「女性はやさしくて、よく気が

つき、従順であることを求められる 」

（44.2％）となっている。 

性別にみると、女性は「家事、育児ができ

て当たり前と言われる」「仕事と家事・育児・

介護を両立する負担が大きい」「女性はやさ

しくて、よく気がつき、従順であることを求め

られる」が高くなっている。男性は「なにかに

つけ『男だから、女だから』『男のくせに、女

のくせに』と言われる」「仕事の責任が大き

い、仕事ができて当たり前と言われる」が高

くなっている。 

38.0

49.1

23.3

50.1

40.4

64.4

9.4

9.1

9.8

2.5

1.3

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2

4

6

ある ない わからない 無回答 d

全体

（n=405）

男性

（n=163）

女性

（n=230）

39.6 

20.1 

50.0 

8.4 

3.9 

12.3 

7.1 

46.8 

44.2 

9.7 

34.5 

21.2 

59.3 

0.9 

0.9 

2.7 

8.8 

60.2 

54.9 

9.7 

55.3 

15.8 

21.1 

31.6 

13.2 

39.5 

2.6 

10.5 

13.2 

10.5 

0 20 40 60 80 100

なにかにつけ「男だから、女だから」

「男のくせに、女のくせに」と言われる

自分のやりたい仕事を自由に選べな

いことがある

仕事と家事・育児・介護を両立する負

担が大きい

「妻子を養うのは男の責任だ」と言わ

れる

「男なのに酒が飲めないのか」「力が

弱い」「運動が苦手だ」とバカにされた

り、からかわれる

仕事の責任が大きい、仕事ができて

当たり前だと言われる

責任のある仕事を任せてもらえない、

決定権のある役職に就けない

家事、育児ができて当たり前と言われ

る

女性はやさしくて、よく気がつき、従順

であることを求められる

その他

全 体
全 体(n=154)

女 性(n=113)

男 性 (n=38)

その他

(％)



 

- 4 - 

 

４ 家庭や地域における活動・役割分担について 
 
⑴ 夫婦の役割分担 （現実） 

実際のあなたの家庭では、次のことがらをだれが分担をしていますか（⑥⑦⑧については該当する方のみ）。 

●生活費を稼ぐことは男性中心、家事は女性中心となっている。 
 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

24.5 

13.5 

7.7 

11.6 

12.3 

15.9 

24.3 

14.0 

16.8 

30.3 

11.0 

6.5 

72.3 

80.0 

65.2 

68.4 

52.9 

41.2 

43.4 

32.9 

33.5 

68.4 

49.7 

3.2 

3.9 

9.7 

3.2 

2.9 

0.7 

18.1 

5.2 

11.6 

11.0 

9.7 

7.1 

12.3 

14.8 

18.1 

19.9 

16.9 

14.2 

21.3 

6.5 

6.5 

13.0 

11.8 

25.0 

16.8 

9.0 

1.9 

1.9 

0.6 

0.6 

0.6 

0.6 

1.3 

0.6 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

22

自分と配偶者が半々 主に自分

主に配偶者 家族で協力

その他 無回答

（n=155)

①生活費を稼ぐ

②掃除・洗濯

③食事のしたく

⑤買い物

⑥子どもの世話

⑦子どものしつけ・

教育

⑧家族の看護・介

護

④食事の後片づけ

・食器洗い

⑨自治会・町内会

等の活動

⑩近所や親戚との

つきあい

⑪日常の家計管理

『①生活費を稼ぐ』では男性が中心、『②掃除・洗濯』、『③食事のしたく』、『④食器の後片づけ・食器洗い』、『⑤

買い物』など家事では女性が中心となるなど夫婦・家族で協力ではなく役割分担が明確となっている。 

21.4 

14.5 

9.4 

13.7 

22.2 

20.8 

28.1 

14.0 

10.3 

20.5 

17.1 

53.0 

7.7 

4.3 

12.8 

5.1 

1.0 

5.4 

24.8 

14.5 

12.8 

3.4 

59.0 

68.4 

48.7 

38.5 

41.7 

27.1 

25.8 

19.7 

15.4 

49.6 

14.5 

12.8 

12.8 

19.7 

29.1 

27.1 

33.3 

39.8 

22.2 

35.9 

12.0 

1.7 

0.9 

10.4 

10.4 

15.1 

16.2 

6.8 

2.6 

6.0 

5.1 

5.1 

5.1 

5.1 

6.8 

6.8 

6.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

22

自分と配偶者が半々 主に自分

主に配偶者 家族で協力

その他 無回答

ｄ

（n=117)

女  性 男  性 
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⑵ 家事等への男性の参画に必要なこと 

あなたは、今後男性が女性とともに、家事、子育て、介護、地域活動などに、積極的に参加していくには、ど

のようなことが必要だと思いますか。【複数回答】 

●「夫婦や家族間でのコミュニケーションをよくはかる」が最も高い。 
 
家事等への男性の参画に必要なことについては、「夫婦や家族間でのコミュニケーションをよくはかること」が

70.6％で最も高く、次いで「男性による家事・育児などについて、職場における上司や周囲の理解を進めること」

（60.0％）、「男性が家事・育児などに参加することに対する男性自身の抵抗感をなくす」（56.0％）の順となってい

る。 

性別でみると、「男性が家事・育児などに参加することに対する男性自身の抵抗感をなくすこと」（女性：61.3% 、

男性：50.3%）、「男性が家事・育児などに参加することに対する女性の抵抗感をなくすこと」（女性：29.1% 、男性：

15.3%）、「年配者やまわりの人が、夫婦の役割分担などについての当事者の考え方を尊重すること」（女性：

52.6% 、男性：41.1%）、では、女性が男性を 10ポイント以上上回っている。 

 

56.0 

23.0 

70.6 

47.2 

49.6 

60.0 

44.7 

19.8 

22.7 

2.5 

2.5 

61.3 

29.1 

68.3 

52.6 

51.3 

63.9 

46.5 

21.7 

25.2 

2.6 

1.7 

50.3 

15.3 

74.2 

41.1 

48.5 

55.2 

42.3 

18.4 

19.6 

2.5 

3.7 

0 20 40 60 80 100

男性が家事・育児などに参加することに対する男性

自身の抵抗感をなくすこと

男性が家事・育児などに参加することに対する女性

の抵抗感をなくすこと

夫婦や家族間でのコミュニケーションをよくはかること

年配者やまわりの人が、夫婦の役割分担などについ

ての当事者の考え方を尊重すること

社会の中で、男性による家事・育児などについても、

その評価を高めること

男性による家事・育児などについて、職場における上

司や周囲の理解を進めること

労働時間短縮や休暇制度、テレワークなどのＩＣＴを

利用した多様な働きを普及することで、仕事以外の

時間をより多く持てるようにすること

男性の家事・育児などについて、啓発や情報提供、

相談窓口の設置、技能の研修を行うこと

男性が家事・育児などを行うための、仲間（ネットワー

ク）作りをすすめること

その他

特に必要なことはない

全 体 (n=405)

女 性 (n=230)

男 性 (n=163)

その他

(％)
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⑶ 地域活動の参加状況 

あなたは、地域活動や市民活動に現在参加していますか。 

●「参加している」が約３割、「参加していない」が約７割 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑷ 地域活動の現状 

あなたは、地域活動等の現状について、どのよ

うに思いますか。【複数回答】 

●「会長には男性、補助的役職には女性がつく」が

最も高く、次いで「女性は役員等の責任のある仕

事につきたがらない」が続く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●「防災活動には女性、高齢者等の視点が必要」及

び「男女がともに担うという意識を持てるようにする

こと」が必要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑸ 防災活動の推進 

あなたは、地域の防災（災害対応）活動を推進

するにあたり、どのようなことが必要だと思いま

すか。【複数回答】 

28.1 

30.0 

27.0 

69.1 

68.3 

69.9 

2.7 

1.7 

3.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

参加している 参加していない 無回答 d

全体

（n=405）

男性

（n=163）

女性

（n=230）

地域活動への参加については、「参加している」が

28.1％、「参加していない」が 69.1％と、「参加していな

い」が「参加している」を大きく上回る。 

性別でみても、男女ともに「参加している」が約３割と

なっている。 

地域活動に「参加している」と答えた人（１１４人）

に、地域活動等の現状について尋ねたところ、「会長

には男性、補助的役職には女性がつく」（31.6％）が

最も高く、次いで「男女平等に活動している」

（26.3％）「女性は役員等の責任のある仕事につき

たがらない」（22.8％）、「男性の参加が少ない」

（21.1％）などの順となっている。 

性別でみると、男性では「男女が平等に活動して

いる」（38.6％）と答える割合が最も高く、女性

（17.4％）より 21.2ポイント高い。 

 

 

 21.1 

31.6 

16.7 

13.2 

22.8 

26.3 

9.6 

24.6 

30.4 

18.8 

15.9 

27.5 

17.4 

8.7 

13.6 

34.1 

13.6 

9.1 

15.9 

38.6 

11.4 

0 20 40 60

男性の参加が少ない

団体の会長に男性がつき,女

性は補助的役職につく慣行

がある

活動の準備や後かたづけ等

は、女性がやる慣行がある

会議などで女性が発言しにく

い雰囲気がある

女性は役員などの責任のあ

る仕事につきたがらない

男女が平等に活動している

その他
全 体 (n=114)

女 性 (n=69)

男 性 (n=44)

(％)

防災活動の推進について必要なことを尋ねたとこ

ろ、「防災活動には女性、高齢者等の視点が必要」

（71.9％）が最も高く、次いで「男女が共に担うという

意識を持てるようにすること」（71.4％）となっている。 

71.4 

0.5 

71.9 

26.9 

2.2 

1.5 

4.7 

74.8 

0.0 

73.9 

24.8 

1.3 

1.3 

4.8 

66.3 

1.2 

71.2 

30.7 

3.7 

1.8 

4.9 

0 20 40 60 80 100

防災は男女がともに担うもの

であるという意識を、男女双

方が持てるように行政や地

域で取り組む

防災は男性が活躍する分野

なので、女性の視点を含める

必要はない

地域の防災活動について、

女性、高齢者、障害者、子ど

もなどの視点で、考えていく

必要がある

自主防災組織等への女性の

参画を促進する

防災は行政の役割であり、

個人や地域で取り組む必要

はない

その他

わからない

全 体 (n=405)

女 性 (n=230)

男 性 (n=163)

その他

(％)
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５ 就業・仕事について 
 

⑴ 女性の働き方 

あなたは、女性の仕事についてどのように思いますか。あなたが女性の場合はあなた自身について、男性

の場合はあなたのパートナー（いない場合はいると仮定して）について、「（１）理想」と「（２）現実」をお答えくだ

さい。 

 

●「仕事は定年まで続ける」が最も高く、 

次いで「子育て時期に一度やめてフル 

タイムで復帰」が続く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●「子育て時期に一度やめてパートタイム 

で復帰」が最も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女性の働き方の理想について尋ねたと

ころ、「仕事は定年まで続ける」が46.7％

で最も高く、次いで「子育て時期に一度

やめてフルタイムで復帰」（20.7％）、「子

育て時期に一度やめてパートタイムで復

帰」（16.3％）などの順となっている。 

性別でみると、男女ともに「仕事は定年

まで続ける」が最も高く、次いで「「子育て

時期に一度やめてフルタイムで復帰」が

続く。 

前回調査と比較すると、「仕事は定年ま

で続ける」が 14.1ポイント増加している。 

理  想 

46.7

47.4

47.2

32.6

20.7

19.6

22.7

26.6

16.3

17.8

12.9

25.6

2.5

3.5

1.2

4.6

1.0

1.3

0.6

2.5

1.2

0.9

1.2

0.6

9.9 

7.8 

12.9 

5.5 

1.7 

1.7 

1.2 

1.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2

4

6

8

仕事は定年まで続ける

子育ての時期に一時的にやめて、その後はフルタイムで仕事を続ける

子育ての時期に一時的にやめて、その後はパートタイムで仕事を続ける

子どもができたら仕事はやめる

結婚したら仕事はやめる

仕事はもたない

わからない

無回答

d

全体

（n=405）

男性

（n=163）

女性

（n=230）

前 回

平成26年度

（n=669)

女性の働き方の現実について尋ねたと

ころ、「子育て時期に一度やめてパートタイ

ムで復帰」が 32.6％で最も高く、次いで

「仕事は定年まで続ける」（28.1％）、「子

育て時期に一度やめてフルタイムで復帰」

（12.3％）などの順となっている。 

性別でみると、男女ともに「子育て時期

に一度やめてパートタイムで復帰」が最も

高く、大きな差はみられない。 

前回調査と比較すると、「仕事は定年ま

で続ける」が 9.3ポイント増加している。 

現 実 

28.1

32.2

23.3

18.8

12.3

10.4

15.3

9.7

32.6

31.7

31.3

34.5

5.7

7.4

3.7

8.2

3.7

3.5

4.3

2.7

0.5

0.0

1.2

0.6

12.3 

9.6 

17.2 

9.3 

4.7 

5.2 

3.7 

16.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2

4

6

8

仕事は定年まで続ける

子育ての時期に一時的にやめて、その後はフルタイムで仕事を続ける

子育ての時期に一時的にやめて、その後はパートタイムで仕事を続ける

子どもができたら仕事はやめる

結婚したら仕事はやめる

仕事はもたない

わからない

無回答

d
全体

（n=405）

男性

（n=163）

女性

（n=230）

前 回

平成26年度

（n=669)
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4.7

3.0

7.4

18.8

10.0

29.4

14.3

14.8

14.1

17.8

22.6

11.0

5.9

7.0

4.9

5.7

4.8

7.4

20.0

17.0

24.5

22.0

24.8

18.4

7.2

4.8

10.4

4.4

2.6

6.7

13.8

15.7

11.0

7.9

9.6

6.1

29.4 

33.0 

23.3 

13.6 

13.5 

14.1 

3.2 

3.0 

3.7 

8.4 

10.0 

6.7 

1.5 

1.7 

0.6 

1.5 

2.2 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「仕事」を優先したい 「家庭生活」を優先したい

「個人の生活」を優先したい 「仕事」と「家庭生活」をともに優先したい

「仕事」と「個人の生活」をともに優先したい 「家庭生活」と「個人の生活」をともに優先したい

「仕事」と「家庭生活」と「個人の生活」をともに優先したい わからない

無回答 ｄ

全体

（n=405）

男性

（n=163）

女性

（n=230）

現

実

理

想

全体

（n=405）

男性

（n=163）

女性

（n=230）

⑵ ワーク・ライフ・バランスの理想と現実 

日常生活における、「仕事」、「家庭生活」、「個人の生活」（地域活動・学習・趣味・付き合い等）の優先度につ

いて、「⑴あなたの希望（理想）に最も近いもの」と、「⑵あなたの現実（現状）に最も近いもの」をお答えくださ

い。 

●「理想は「仕事と家庭生活と個人生活をともに優先」、現実は「仕事と家庭生活をともに優先」が最も高い。 

 

日常生活の優先度について尋ねたところ、理想の優先度は「仕事と家庭生活と個人生活をともに優先」が 29.4％

で最も高く、次いで「仕事と家庭生活を優先」（20.0％）、「家庭生活を優先」（14.3％）などの順となっている。一方、

現実の優先度は「仕事と家庭生活を優先」が 22.0％で最も高く、次いで「仕事を優先」（18.8％）、「家庭生活を優

先」（17.8％）などの順となっている。 

性別でみると、理想の優先度は、女性は「仕事と家庭生活と個人生活をともに優先」（33.0%）が最も高く、男性

では「仕事と家庭生活をともに優先」（24.5％）が最も高い。現実の優先度では、女性は「仕事と家庭生活を優先」

（24.8％）が最も高く、次いで「家庭生活を優先」（22.6％）となっており、男性では「仕事を優先」（29.4％）が最も

高く、次いで「仕事と家庭を優先」（18.4％）となっている。現実の優先度では男性は女性より「仕事を優先」という回

答が高く、女性は男性より「家庭生活を優先」という回答が高くなっている。 
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⑶ 男性の育児休業・介護休業制度の利用の妨げとなっているもの 

男性が「育児休業・介護休業制度」を利用するための妨げとなっているものは何だと思いますか。 

【複数回答】 

●「職場に理解や取りやすい雰囲気がないこと」が最も高い。男性では「取ると仕事上周りの人に迷惑がかか

ること」という回答が高い。 

 

全体でみると、「職場に理解や取りやすい雰囲気がないこと」が 60.5％で最も高く、次いで、「取ると仕事上周り

の人に迷惑がかかること」（57.3％）、「男性が取ることについて社会全体の認識が十分にないこと」（50.6％）、「周

囲に育児休業や介護休業を取った男性がいないこと」（48.1％）となっている。 

性別でみると、「職場に理解や取りやすい雰囲気がないこと」は、男性（54.6％）より女性（65.2％）で 10.6 ポイ

ント高く、「取ると仕事上周りの人に迷惑がかかること」は、女性（54.3％）より男性（61.3％）で７ポイント高くなって

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

48.1 

60.5 

45.9 

57.3 

29.4 

34.1 

50.6 

9.1 

2.0 

4.7 

50.9 

65.2 

42.6 

54.3 

35.7 

36.1 

53.9 

8.7 

2.6 

4.3 

45.4 

54.6 

50.3 

61.3 

20.9 

30.7 

46.0 

10.4 

1.2 

5.5 

0 20 40 60 80 100

周囲に育児休業や介護休業を取った男性がいない

職場に理解や取りやすい雰囲気がない

仕事が忙しい

取ると仕事上周りの人に迷惑がかかる

取ると人事評価や昇給などに悪い影響がある

取ると経済的に困る

男性が取ることについて社会全体の認識が十分に

ないこと

取りたいと思わない

その他

わからない

全 体 (n=405)

女 性 (n=230)

男 性 (n=163)

その他

(％)
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６ 子育て・教育について 

⑴ 子育てに関する考え方 

あなたは、子どもの育て方に関する次の①～④のような考え方について、どのように思います

か。【複数回答】 

①女の子は女らしく、男の子は男らしく育てる 

●肯定派が女性では４割弱、男性では約６割 

 

 

 

 

 

 

②女の子も経済的自立ができるように育てる 

●肯定派が男女ともに９割以上 

 

 

 

 

 

 

③ 男の子も家事、育児ができるように育てる 

●肯定派が男女ともに約９割 

 

 

 

 

 

 

④ ３歳までは母親が子育てに専念すべき 

●肯定派が男女ともに約９割 

 

 

 

 

 

 

※肯定派：「そう思う」、「どちらかといえばそう思う」の合計、否定派：「そう思わない」、「どちらかといえばそう思わない」の合計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女の子は女らしく、男の子は男らしく育てるという考

え方については、肯定派”は 47.4％と約半数になる。 

一方、 “否定派”は 43.2％となっている。なお、「わか

らない」は 5.4％であった。 

性別でみると、“肯定派”は女性で 36.5％、男性で

60.7％となっている。 

女の子も経済的自立ができるように育てる考え方に

ついては、 “肯定派”が 92.3％にのぼる。一方、 “否

定派”は 2.5％にとどまる。なお、「わからない」は

2.7％であった。 

性別でみると、男女ともに「そう思う」が最も高く、特

に女性（60.9％）が男性（54.6％）を上回っており、

“肯定派”は男女ともに９割を超える。 

男の子も家事、育児ができるように育てる考え方に

ついては、“肯定派”は 90.1％にのぼる。一方、“否定

派”は3.4％にとどまる。なお、「わからない」は3.7％で

あった。 

性別でみると、“肯定派”が女性では 93.0％、男性

では 87.7％となっており、特に女性は「そう思う」が

60.4％と男性の 44.8％を大きく上回る。 

３歳までは母親が子育てに専念すべきという考え方

については、 “肯定派”が 43.0％となっている。一方、 

“否定派”は 45.4％となっている。なお、「わからない」

は 8.4％であった。 

性別でみると、“肯定派”が女性では41.7％、男性で 

は 44.7％となっており、大きな差はみられない。 

10.4

4.3

17.8

57.5

60.9

54.6

53.1

60.4

44.8

13.1

10.4

15.3

37.0 

32.2 

42.9 

34.8 

31.7 

39.3 

37.0 

32.6 

42.9 

29.9 

31.3 

29.4 

15.8 

22.6 

7.4 

4.3 

17.3 

17.8 

16.6 

27.4 

30.9 

24.5 

28.1 

27.8 

30.1 

5.4 

5.7 

4.3 

8.4 

9.1 

6.1 

4.0

4.3

3.1

2.5

2.6

1.8

2.7

2.6

2.5

3.2

3.5

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない 無回答

男性

（n=163）

女性

（n=230)

女性

男性

全体

女性

男性

全体

女性

男性

全体

女性

男性

全体

全体

（n=405)

① 女の子は女らしく、

男の子は男らしく

育てるのがよい

② 女の子も、経済的

自立ができるように

育てるのがよい

③ 男の子も、家事、

育児ができるように

育てるのがよい

④ ３歳までは、母親が

子育てに専念すべ

きである
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７ セクシュアルマイノリティ（ＬＧＢＴ等）について

 
⑴ セクシュアルマイノリティ（ＬＧＢＴ等）について

の認知度 

あなたはセクシュアルマイノリティ（又は LGBT

等）という言葉を知っていますか。 

●セクシュアルマイノリティ（又は LGBT 等）について

の認知度は高い 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
⑵ 性のあり方についての悩みの経験 

あなたは今までに自分の身体の性、心の性又は

性的指向（同性愛など）に悩んだり、あるいは身近

で悩んでいる人がいましたか。【複数回答】 

●自分や自分の周りで悩んでいる人は約１割 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑶ セクシュアルマイノリティ（ＬＧＢＴ等）とっての
現在の社会 

現在、セクシュアルマイノリティ（又は LGBT 等）の

方々にとって、偏見や差別などにより、生活しづら

い社会だと思いますか。 

●現在、セクシュアルマイノリティにとって生活しづら

い社会であると「思う」、｢どちらかといえば思う｣と

の回答は合わせて約６割 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑷ 性の多様性に対する理解の促進や支援のために

必要だと思う取組 

あなたは、セクシュアルマイノリティ（又はＬＧＢＴ等）

の方々に対する理解の促進や支援にはどのような

ことが必要だと思いますか。【複数回答】 

●セクシュアルマイノリティの方々が生活しやすくな

るために必要な対策として，最も多かったのは『職

場や学校等における理解の促進』で約８割 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

セクシュアルマイノリティ（又は LGBT 等）についての

認知度を尋ねたところ、「知っている」は 81.2％となっ

ており、認知度が高い 

81.2

82.2

81.0

17.0

15.7

18.4

1.7

2.2

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2

4

6

はい（知っている） いいえ（知らない） 無回答 d

全体

（n=405）

男性

（n=163）

女性

（n=230）

セクシュアルマイノリティ（又は LGBT 等）について悩

んでいる人は、約１割 

1.0 

9.1 

88.4 

0.4 

10.9 

87.4 

1.8 

7.4 

90.2 

0 20 40 60 80 100

自分が悩んだことがある

知人や家族が悩んでいた

ことがある

特にない

全 体 (n=405)

女 性 (n=230)

男 性 (n=163)

(％

30.4

28.7

32.5

34.1

38.3

30.7

9.6

8.7

9.8

5.4

3.9

7.4

18.5

19.1

17.2

2.0

1.3

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2

4

6

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない 無回答

男性

（n=163）

女性

（n=230）

全体

（n=405）

セクシュアルマイノリティ又は LGBT 等）の方々にと

って、偏見や差別などにより、生活しづらい社会である

か尋ねたところ、「そう思う」が 30.4％、「どちらかとい

えばそう思う」が 34.1％となっており、「そう思わない」

（5.4%）、「どちらかといえばそう思わない」（9.6％）を

上回っている。 

54.0 

80.8 

43.3 

36.0 

33.0 

3.4 

2.3 

1.5 

55.2 

81.8 

46.8 

36.4 

39.0 

3.9 

1.3 

1.3 

53.4 

79.6 

39.8 

35.9 

25.2 

2.9 

2.9 

1.9 

0 20 40 60 80 100

いじめや差別を禁止する法

律や制度の見直し

職場や学校等における理解

の促進

専門相談窓口の充実

行政機関による啓発や広報

活動の推進

申請者などの性別欄を削除

するなどの配慮

その他

必要だと思わない

わからない

全 体 (n=261)

女 性 (n=154)

男 性 (n=103)

(％
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８ 男女の人権に関する問題について 
 
⑴ ＤＶについての認識 

あなたは、次のようなことが、夫婦や恋人の間で行われた場合、それを暴力だと思いますか。 

●身体的暴力・性的暴力に比べて、精神的暴力・経済的暴力・社会的暴力への認識が低い。男女での認識の

差が大きい項目は、『⑩「誰のおかげで生活できるんだ」、「役立たず」などと言う』、『⑪大声でどなる』など。 

 

配偶者や恋人への 12 の行為について、暴力に当たる行為かどうかを尋ねた結果をみると、身体的暴力について

は、『②足でける』『③体を傷つける可能性のあるものでなぐる』、『⑤刃物などをつきつけておどす』では９割を超える

人が暴力と認識している。 

また、『①平手で打つ』は８割強、『④なぐるふりをしておどす』は７割の人が暴力として認識している。 

性的暴力である『⑥いやがっているのに性的な行為を強要する』は９割、『⑦見たくないのにポルノビデオや雑誌

を見せる』は８割弱の人が暴力として認識している。 

精神的暴力や経済的暴力、社会的暴力では、『⑩「誰のおかげで生活できるんだ」、「役立たず」などと言う』は８割

を超え、『⑫生活費を渡さない』は約８割、『⑪大声でどなる』は７割強となっているが、『⑧何を言っても長時間無視

し続ける』、『⑨交友関係や電話を細かく監視する』は６割半ばと暴力と認識している人が比較的低い。 

12 の行為のうち、『④なぐるふりをしておどす』『⑧何を言っても長時間無視し続ける』『⑨交友関係や電話を細か

く監視する』、『⑩「誰のおかげで生活できるんだ」、「役立たず」などと言う』、『⑪大声でどなる』『⑫生活費を渡さない』

では、女性より男性の方が暴力にあたる認識が低い傾向がみられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

81.7 

90.4 

96.5 

70.1 

94.6 

90.6 

78.3 

64.7 

65.2 

84.4 

71.6 

77.3 

15.6

7.7

1.5

24.7

3.0

7.2

16.5

28.6

27.9

12.8

24.7

17.0

1.0 

0.0 

0.0 

2.7 

0.2 

0.0 

2.7 

4.7 

4.2 

0.7 

1.7 

3.5 

1.7 

2.0 

2.0 

2.5 

2.2 

2.2 

2.5 

2.0 

2.7 

2.0 

2.0 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

22

24

どんな場合にも暴力にあたると思う

暴力にあたる場合もそうでない場合もあると思う

暴力にあたるとは思わない

無回答

全体

（n=405)

①平手でうつ

②足でける

③体を傷つける可能性

のあるものでなぐる

④なぐるふりをしておどす

⑤刃物などをつきつけて

おどす

⑥いやがっているのに性

的な行為を強要する

⑫生活費を渡さない

⑪大声でどなる

⑩「誰のおかげで生活でき

るん だ」、「役立たず」など

と言う

⑨交友関係や電話を細か

く監視する

⑧何を言っても長時間無

視し続ける

⑦見たくないのにポルノ

ビデオや雑誌を見せる

64.7 

68.7 

60.7 

28.6 

25.7 

31.3 

4.7 

3.5 

6.7 

2.0 

2.2 

1.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2

4

6

全体

（n=405）

男性

（n=163）

女性

（n=230）

＜精神的暴力＞

⑧何を言っても長時間無視し続ける

65.2 

70.0 

60.1 

27.9 

23.9 

31.9 

4.2 

3.0 

6.1 

2.7 

3.0 

1.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2

4

6

全体

（n=405）

男性

（n=163）

女性

（n=230）

＜社会的暴力＞ 

⑨交友関係や電話を細かく監視する 



 

- 13 - 

 

⑵ ＤＶ経験の有無 

ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）は、配偶者や恋人など親密な関係にある相手からの暴力のことで、身体

的・精神的・経済的暴力など様々な形があります。暴行などに当たる行為は犯罪であり、重大な人権侵害で

す。あなたはこれまでにこのような暴力を経験したり、見聞きしたことがありますか。【複数回答】。 

●「一般的な知識として知っている」が最も高い。 

女性では「自分のまわりに経験した人がいる」、 

「自分が直接経験したことがある」という回答が 

男性を上回る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑶ ＤＶ相談窓口 

あなたは、ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）について相談できる窓口としてどのようなものを知っていま

すか。【複数回答】 

●「警察」が最も多い。 

次いで「徳島県中央こども女性相談センター」、 

「民間の機関」、「徳島市男女共同参画センター」 

などの順。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＤＶについて尋ねたところ、「一般的な知識として知

っている」が 72.4％で最も高く、「自分のまわりに経験

した人がいる」が 13.0％、「自分が直接経験したことが

ある」が 11.0％などとなっている。 

性別でみると、女性では「自分のまわりに経験した人

がいる」、「自分が直接経験したことがある」という回答

が男性を上回る。 

11.0 

13.0 

72.4 

9.9 

7.1 

0.5 

12.2 

16.2 

69.4 

9.0 

7.2 

0.5 

8.8 

9.4 

75.6 

10.6 

6.9 

0.6 

0 20 40 60 80 100

自分が直接経験したことが

ある

自分のまわりに経験した人

がいる

一般的な知識として知って

いる

詳しくはわからないが、言

葉としては聞いたことが…

チラシやパンフレットなどで

見たことがある

DVのことを全く知らなかっ

た

全 体 (n=392)

女 性 (n=222)

男 性 (n=160)

その他

(％)

79.0 

6.2 

31.6 

17.3 

27.7 

0.5 

12.8 

0 20 40 60 80 100

警 察

徳島地方法務局

徳島県中央こども女性相談

センター

徳島市男女共同参画セン

ター

民間の機関（弁護士会、民間

シェルターなど）

その他

相談窓口として知っていると

ころはない

全 体 (n=405)

(％)

知っているＤＶ相談窓口については、「警察」が

79.0％で他を大きく引き離して第１位に挙げられ、

次いで「徳島県中央こども女性相談センター」

（31.6％）、「民間の機関」（27.7％）、「徳島市男女

共同参画センター」（17.3％）などの順となっている。

なお、「知っているところはない」は 12.8％であった。 
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⑷ ＤＶ相談の有無 

あなたは、経験したことや見聞きしたことを、誰

かに打ち明けたり、相談したりしましたか。 

【複数回答】 

●誰にも相談しなかった」が最も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●「誰に相談してよいかわからなかった」が最も高い。 

 

 

 

 

 

 

⑸ ＤＶを相談しなかった理由 

どこ(だれ)にも相談しなかったのは、どんな理

由からですか。 

【複数回答】 

DV を「自分が直接経験したことがある」又は「自分

のまわりに経験した人がいる」と答えた人（89人）に、Ｄ

Ｖについての相談の有無について尋ねたところ、「誰に

も相談しなかった」が 41.6％で最も高く、次いで「友人

や知人に相談した」（34.8％）、「家族や親戚に相談し

た」（28.1％）、「警察に連絡・相談した」（13.5％）など

の順となっている。 

性別でみると、男女ともに「誰にも相談しなかった」が

最も高い。 

28.1 

34.8 

13.5 

3.4 

6.7 

0.0 

3.4 

4.5 

3.4 

41.6 

32.8 

34.5 

8.6 

3.4 

6.9 

0.0 

1.7 

5.2 

3.4 

37.9 

20.7 

37.9 

24.1 

3.4 

6.9 

0.0 

6.9 

3.4 

3.4 

44.8 

0 20 40 60 80 100

家族や親戚に相談した

友人や知人に相談した

警察に連絡・相談した

徳島市男女共同参画セン

ター（旧名称：徳島市女性セ

ンター）で相談した

徳島県中央こども女性相談

センターで相談した

女性の人権ホットライン（徳

島地方法務局）で相談した

医療関係者（医師・看護師

など）に相談した

弁護士に相談した

その他

どこ（だれ）にも相談しな

かった

全 体
全 体 (n=89)

女 性 (n=58)

男 性 (n=29)

(％)

「誰にも相談しなかった」と答えた人（37 人）に、その

理由について尋ねたところ、「誰に相談してよいかわか

らなかった」が 27.0％で最も高く、次いで「相談しても

むだと思った」及び「他人を巻き込みたくなかった」（同

率 24.3％）、となっている。 

性別でみると、女性では「他人を巻き込みたくなかっ

た」（27.3％）、男性では「どこ（だれ）に相談してよいか

わからなかったから」（46.2％）がそれぞれ最も高くな

っている。 

27.0 

13.5 

8.1 

24.3 

10.8 

18.9 

10.8 

24.3 

18.9 

10.8 

16.2 

18.2 

9.1 

13.6 

18.2 

13.6 

22.7 

13.6 

27.3 

9.1 

4.5 

27.3 

46.2 

15.4 

0.0 

30.8 

7.7 

7.7 

7.7 

23.1 

38.5 

15.4 

0.0 

0 20 40 60 80 100

どこ（だれ）に相談してよいか

わからなかったから

相談する相手がいなかったか

ら

恥ずかしくて誰にも言えな

かったから

相談してもむだと思ったから

相談したことがわかると、仕

返しを受けたり、もっとひどい

暴力を受けると思ったから

自分さえがまんすれば、なん

とかこのままやっていけると

思ったから

世間体が悪いから

他人を巻き込みたくなかった

から

相談するほどのことではない

と思ったから

自分にも悪いことがあると

思ったから

その他

全 体
全 体 (n=37)

女 性 (n=22)

男 性 (n=13)

(％)


